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1. 私は、神奈川県葉山町に自宅があり、プロダイバーとして約30数年間、海を

職場とし、海と向き合う中で海洋環境の悪化、劇的な変容を目にして来ました。現在

「気候変動、海洋プラスチック問題」等に関する講演活動、セミナー 開催環境授業学

校授業、環境NPO団体技術顧問等をしています。また現在、生物多様性に富む海よ

りも、死に向かっている海の方が多いという現実があり、このような現状を少しでも変え

たいという思いから、藤沢駅前にて日本初のプラスチックフリーのショップ「エコストアパ

パラギ」を経営しております。

2015年より「気候変動・海洋汚染」の探査等を目的に毎年、帆船（ヨット）で太平洋、

主にミクロネシア海域を航海するプロジェクトを始め、そこでは危機的な気候の変化を

体感しています。

2. 航海中、毎日計測する水温計では、異常に高い海水温を示し、巨大積乱雲

や海上竜巻の発生頻度を高め、日本列島に集中豪雨や台風の巨大化をもたらしてい

ます。

航海中は、ミクロネシアの国々、マーシャル諸島共和国、ミクロネシア連邦、パラオ

共和国などを訪れています。マーシャル諸島共和国やパラオ共和国の大統領とも会

談していますが、必ず気候変動のことが話題になります。南太平洋の国々では、海面

上昇や高潮による被害が非常に大きくなっているためです。
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